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１．緒言
他のほとんどのスポーツが瞬発力・筋力や全身持久力を中心とした体力が
競技成績を左右する重要な要因であるのに対して、ヨット競技は体力よりも、
判断力や技術的な要素が重要となるスポーツである。競技中の様々な判断は
「カン」や「直感」ではなく、科学的な理論体系に裏付けられた知識に基づ
いたものでなければなければならないことは言うまでもない。また、操船技
術は、正しい操船法の知識に基づき、いかにそのように具現化できるかが問
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題になる。つまり、いずれも大前提として正しい知識を選手が獲得している
かが重要である。そういった観点から、大修館書店編集部（２００８）などは
ヨットの知識についての筆記試験を試みた事例がみられる。同様に、日本セー
リング連盟所属の各支部では大会参加資格として、ヨット操作やルールに関
する筆記試験（バッジテスト）を選手に課している（神奈川県セーリング連
盟、２００３a）。また、指導書の中で、その内容を確認するための小テストを掲
載している場合もある（青木、２００６）。しかし、これらはいずれもテスト項
目数としては少なく、かならずしも必要な領域すべてを網羅しているとはい
えない。また、テスト項目も体系的に整理されているとはいえない。
加えて、経験年数や競技水準と知識水準との関係も重要となる。つまり、
ヨット競技を始めたばかりの初心者にとっては基本的な知識の獲得がまず重
要となるが、長年ヨット競技にたずさわっている経験者にとってはその競技
レベルに見合った知識の獲得が重要で、基本的な知識はそれほど重要とはな
らない。その点で、従来の知識テストはその対象者がかならずしも明確では
なく、初心者にとっては難しすぎたり、経験者にとっては容易すぎたりする
ため実用的でない場合があった。
よって、本研究では、先行研究および指導書をレビューし、高校生を対象
としたヨット競技に関する知識を体系化した、より包括的な知識テストを作
成することを目的とする。
２．テスト項目の構成
１）ヨット競技に必要な知識の要因
ヨット競技を行う要因として、高規（２００３、２００７a）は艇の各部分名称や
その役割、艤装手順などの重要性を指摘している。これらを高槻（２００３、
２００７a）は「艤装」と呼んでいる。そして、青木（２００６）や中迎（１９９０）は
帆走理論やセーリング理論についてより基本的な事項として指導書の中で解
説している。これらは「セーリング」という概念でまとめることができる。
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これら基本的な知識体系に加えて、競技成績により密接に関連する知識体
系としてルールへの理解や競技上の諸手続の知識が必要になる。これらは
「レース（中迎、１９９０；能崎、１９８６；吉野・増田、１９６５）」という枠組みで
まとめることができる。さらに、地形や潮流など自然といかに対応するかと
いう「ストラテジー（Glandstone、２００２；ウィルコックス、１９９３）」と相手
といかに駆け引きをするかという「タクティクス（Glandstone、２００２；松本、
１９７２；能崎、１９８６；戸田、１９５７）」に関する知識も当然ながら必要となるで
あろう。さらに、青木（２００６）や森（１９９８）は天気図を理解し、そこから自
らが天候を予測することができることが重要であると指摘している。
これらの知見をまとめ、本研究では「艤装」「セーリング」「レース」「ス
トラテジー」「タクティクス」「気象」に関する６つの要因からなるテストを
作成することにする。以下、要因別にテスト項目の内容を概観する。
２）艤装のテスト項目
ムーア／ターベイ（１９７７）は、誰から聞かれても戸惑うことのないように
ヨットの構造および付属品などの名称を完全に覚えなければならないと提唱
している。艤装は、中迎（１９９０）、能崎（１９８６）、佃（２００３）、吉野・増田
（１９６５）などを参考に、セールにカーブを持たせるのに必要なシームの名称
をみる「（１）シーム（質問項目の省略名、以下同様）」、風上セーリングの角
度を尋ねた「（２）クローズ角度」、横風セーリングの角度を確認する「（３）ア
ビーム角度」、風上への方向転換の「（４）ラフィング」、風下の方向転換の名
称の「（５）ベアウェイ」、セールの揚力の効果を上げる「（６）スロット」、ボー
トバランスを保つために用いる「（７）フットベルト」などの各部分名称を問
う項目を作成した。そして、中迎（１９９０）や佃（２００３）を参考に、ジブセー
ルの風の流れを把握する「（８）テルテール」、スプレッダーの長さの意味に
ついて尋ねた「（９）スプレッダーサイドベンド」、スピンポールの跳ね上が
りを防止することを知る「（１０）ツイカーリードアイの位置」、メインセール
の風の流れを把握するのに重要な「（１１）リーチリボン」、メインシートがマ
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ストへ与える影響を考える「（１２）メインシートによるアフターベンド」、カ
ムクリートの役割を確認する「（１３）カムクリート」など各部分の役割を問
う項目を作成した。また、高槻（２００７a）などを参考に艤装手順についての
「（１６）セールダウン」、これはセールを下ろす際の方法について尋ねている。
また、「（１７）ピンダウン」は状況に適したセッティングをする上で重要であ
る。そして、セールの上げ方を知る「（１８）セールアップ」についての項目
を作成した。さらに管理に関する知識も重要と考えられる（ムーア／ターベ
イ、１９７７）ので「（１４）FRP」と「（１５）ブロック改善」の項目も追加した。
項目名の詳細な名称とその内容は表１に、そして、より詳細な項目の参考と
して指導書との対応は表２に示した。
－９２－ 福岡経大論集 第３８巻 第２号
表１－１ 質問項目とその内容
大項目 小項目 省 略 名 質 問 の 内 容
艤
装
各部分名称
１ シ ムー セールの部分名称を問う
２ クロー ズ角度 風上セ リーングの名称を問う
３ アビ ムー角度 横風セ リーングの名称を問う
４ ラフィング 風上への方向転換名を問う
５ ベアウェイ 風下への方向転換名を問う
６ スロット ジブとメインの間の名称を問う
７ フットベルト 艤装品の名称を問う
各部分の
役割
８ テルテール テルテールの役割を問う
９ スプレッダーサイドベンド スプレッダーの長さの意味を問う
１０ ツイカー リー ドアイの位置 ツイカー リー ドアイの位置の意味を問う
１１ リー チリボン リー チリボンの役割を問う
１２ メインシ トーによるアフター ベンド メインシ トーによるマストへの影響を問う
１３ カムクリー ト カムクリー トの役割を問う
管 理
１４ FRP 修理剤を問う
１５ ブロック改善 ブロック改善法を問う
艤装手順
１６ セールダウン セールダウンの方法を問う
１７ ピンダウン ピンダウンの方法を問う
１８ セールアップ セールアップの方法を問う
セ
ー
リ
ン
グ
帆走理論
１９ センター ボ ドー センター ボ ドーの意味を問う
２０ アウトホール アウトホールによる変化を問う
２１ カニンガム カニンガムによる変化を問う
２２ ブ ムーバングによるベンド ブ ムーバングによる変化を問う
セールトリム
２３ 上マ クー回航トリム 上回航トリムについて問う
２４ 波高によるセールトリム 波の違いによるセールトリムを問う
２５ セールシェイプメイン下部 メインセール下部のトリムを問う
２６ セールシェイプジブ ジブセールのシェイプを問う
２７ セールシェイプリンクル メインセールシェイプを問う
２８ 下マ クー回航トリム 下マ クートリムについて問う
セ リーング
テクニック
２９ サ フーィング維持 サ フーィングの維持について問う
３０ サイドジャイブ手順 サイドジャイブ時の手順を問う
３１ ジャイブ時のヘルム ジャイブ時のヘルムを問う
３２ ヒー ル時にフラットにする方法 フラットにする方法を問う
マスト
コントロー ル
３３ マストベンド増加によるメイン
セール
マストベンド増加時のメインセール
を問う
３４ 素材によるマストベンド 素材の違いによるマストベンドを問う
３５ マストベンドリンクル マストベンドによるリンクルの調整を
問う
３６ マストベンド減少によるメイン
セール
マストベンド減少時のメインセール
を問う
セッティング
３７ CLRとCE CLRとCEの関係を問う
３８ ウェザーヘルム ウェザーヘルムを問う
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表１－２ 質問項目とその内容
大項目 小項目 省 略 名 質 問 の 内 容
レ
ー
ス
ル ー ル
３９ RRS１０条 RRS１０条を問う
４０ RRS１１条 RRS１１条を問う
４１ RRS１２条 RRS１２条を問う
４２ マ クータッチペナルティー マ クータッチペナルティー を問う
４３ スターボ ドータック艇とポ トー
タック艇
スタボ ドータック艇とポ トータック艇
の航路権を問う
４４ 風上艇と風下艇 風上艇と風下艇の航路権を問う
４５ クリア・アスター ン艇とクリア・ア
ヘッド艇
クリア・アスター ン艇とクリア・アヘッ
ド艇の航路権を問う
コ ー ス ４６ トラペゾイドコー ス コー スを問う
信 号 旗
４７ 数字旗１ 数字旗を問う
４８ 予告信号 予告信号旗を問う
４９ 国際信号旗 P 国際信号 P旗を問う
５０ 国際信号旗 I 国際信号 I旗を問う
抗 議
５１ 抗議書 抗議書の記入を問う
５２ 抗議手順 抗議手順を問う
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
地 形
５３ シ ブーリー ズ シ ブーリー ズを問う
５４ 陸地から海への風 陸地から海への風を問う
潮 流
５５ 水深による潮流の速さ 水深による潮流の速さを問う
５６ 月と潮流の関係 月と潮流の関係を問う
５７ 幅の違いによる潮流の速さ 幅の違いによる潮流の速さを問う
５８ 転流 転流の方向転換を問う
風
５９ 南半球のシ ブーリー ズ 南半球のシ ブーリー ズの振れを問う
６０ 北半球のシ ブーリー ズ 北半球のシ ブーリー ズの振れを問う
６１ コリオリ コリオリの理解がなされているか問う
６２ タックポイント タックポイントを問う
タ
ク
テ
ィ
ク
ス
スタート
６３ 下スター ト 風向が左からの場合のスター トを問う
６４ 上スター ト 風向が右からの場合のスター トを問う
６５ 周期風スター ト 周期風の場合のスター トを問う
回 航
６６ 下マ クー回航 下マ クー回航を問う
６７ サイドマ クー回航 サイドマ クー回航を問う
カ バ ー
６８ 距離のあるカバー 距離のあるカバ リーングを問う
６９ カバ リーング 抜かれないためのカバ リーングを問う
７０ ホ プーレスポジション ホ プーレスポジションを問う
７１ ライトカバ ポージション ライトカバ ポージションを問う
７２ ルースカバ ポージション ルースカバ ポージションを問う
７３ タイトカバ ポージション タイトカバ ポージションを問う
ミ ー ト
７４ 風の影響があるミー ト 風の影響があるミー トを問う
７５ 風の影響が少ないミー ト 風の影響が少ないミー トを問う
７６ ２艇とミー トする際の対処 ２艇とミー トする際の対処を問う
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表１－３ 質問項目とその内容
大項目 小項目 省 略 名 質 問 の 内 容
気
象
天 気 図
７７ 等圧線と風 等圧線の幅から得られる情報を問う
７８ シベリア気団の特徴 シベリア気団を問う
７９ 小笠原気団の特徴 小笠原気団を問う
８０ 揚子江気団の特徴 揚子江気団を問う
８１ 春一番の特徴 春一番を問う
８２ 台風予報円 台風予報円の確率を問う
天 気
８３ 快晴の天気記号 快晴記号を問う
８４ 晴れの天気記号 晴れ記号を問う
８５ 雷の天気記号 雷記号を問う
８６ 曇りの天気記号 曇り記号を問う
８７ 不明の天気記号 不明記号を問う
８８ 雨の天気記号 雨記号を問う
８９ 雪の天気記号 雪記号を問う
前 線
９０ 温暖前線の記号 温暖前線記号を問う
９１ 停滞前線の記号 停滞前線記号を問う
９２ 寒冷前線の記号 寒冷前線記号を問う
９３ 閉塞前線の記号 閉塞前線記号を問う
気 圧
９４ 時計回転の高気圧 高気圧の回転方向を問う
９５ 反時計回転の低気圧 低気圧の回転方向を問う
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表２－１ 質問項目（左）
大項目 根拠となる文献 小項目 根拠となる文献 省略名
艤
装
高槻（２００３）
各部分名称
ムーア／ターベイ（１９７７） １ シ ムー
高槻（２００７a） 中迎（１９９０） ２ クロー ズ角度
能崎（１９８６） ３ アビ ムー角度
佃（２００３） ４ ラフィング
吉野・増田（１９６５） ５ ベアウェイ
６ スロット
７ フットベルト
各部分の役割
中迎（１９９０） ８ テルテール
佃（２００３） ９ スプレッダーサイドベンド
１０ ツイカー リー ドアイの位置
１１ リー チリボン
１２ メインシ トーによるアフ
ター ベンド
１３ カムクリー ト
管 理
ムーア／ターベイ（１９７７） １４ FRP
１５ ブロック改善
艤装手順
高槻（２００７a） １６ セールダウン
１７ ピンダウン
１８ セールアップ
セ
ー
リ
ン
グ
青木（２００６）
帆走理論
青木（２００６） １９ センター ボ ドー
中迎（１９９０） ２０ アウトホール
２１ カニンガム
２２ ブ ムーバングによるベンド
セールトリム
神奈川県セ リーング連盟（２００５b）２３ 上マ クー回航トリム
能崎（１９８６） ２４ 波高によるセールトリム
佃（２００３） ２５ セールシェイプメイン下部
ウィルコックス（１９９３） ２６ セールシェイプジブ
２７ セールシェイプリンクル
２８ 下マ クー回航トリム
セ リーング
テクニック
中迎（１９９０） ２９ サ フーィング維持
ウィルコックス（１９９３） ３０ サイドジャイブ手順
３１ ジャイブ時のヘルム
３２ ヒー ル時にフラットにす
る方法
マスト
コントロー ル
ウィルコックス（１９９３） ３３ マストベンド増加によ
るメインセール
３４ 素材によるマストベンド
３５ マストベンドリンクル
３６ マストベンド減少によ
るメインセール
セッティング
中迎（１９９０） ３７ CLRとCE
３８ ウェザーヘルム
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表２－１ 質問項目（右）
根拠となる文献
能崎（１９８６），高槻（２００７a），高槻（２００７b）
Brown（１９６２），ムーア／ターベイ（１９７７），中迎（１９９０），高槻（２００７a），佃（２００３），ワッツ（１９８２）
ムーア／ターベイ（１９７７），中迎（１９９０），高槻（２００７a），佃（２００３）
松本（１９７２），中迎（１９９０），高槻（２００７a），佃（２００３）
松本（１９７２），中迎（１９９０），高槻（２００７a），佃（２００３）
Brown（１９６２），松本（１９７２），ムーア／ターベイ（１９７７），永井（１９９８b），中迎（１９９０），能崎（１９８６），
高槻（２００７b），ワッツ（１９８２），ウィルコックス（１９９３）
中迎（１９９０），佃（２００３）
中迎（１９９０），高槻（２００７a），高槻（２００７b）
ウィルコックス（１９９３）
ウィルコックス（１９９３）
中迎（１９９０），高槻（２００７b）
高槻（２００７b）
高橋（１９９８），高槻（２００７a）
高槻（２００７a）
高槻（２００３），高槻（２００７a）
神奈川県セ リーング連盟（２００３a），松本（１９７２），高槻（２００７a），高槻（２００７b），佃（２００３），ワッツ（１９８２）
高槻（２００７b），佃（２００３），ウィルコックス（１９９３）
高槻（２００７b），佃（２００３），ウィルコックス（１９９３）
ウィルコックス（１９９３）
佃（２００３），ウィルコックス（１９９３）
高槻（２００７a），高槻（２００７b），佃（２００３），ウィルコックス（１９９３）
高槻（２００７b），ウィルコックス（１９９３）
中迎（１９９０），高槻（２００３）
高槻（２００７b），ウィルコックス（１９９３）
佃（２００３）
中迎（１９９０），ウィルコックス（１９９３）
高槻（２００３），高槻（２００７b），ウィルコックス（１９９３）
ウィルコックス（１９９３）
高槻（２００７b），ウィルコックス（１９９３）
青木（２００６），Brown（１９６２），松本（１９７２），永井（１９９８d），能崎（１９８６），佃（２００３），ワッツ（１９８２），
ウィルコックス（１９９３），吉野・増田（１９６５）
Brown（１９６２），永井（１９９８d），能崎（１９８６），佃（２００３），ウィルコックス（１９９３）
ヨット競技における知識テストの作成 －９７－
表２－２ 質問項目（左）
大項目 根拠となる文献 小項目 根拠となる文献 省略名
レ
ー
ス
中迎（１９９０）
ル ー ル
神奈川県セ リーング連盟（２００３a）３９ RRS１０条
能崎（１９８６） 神奈川県セ リーング連盟（２００３b）４０ RRS１１条
吉野・増田（１９６５） 神奈川県セ リーング連盟（２００５a）４１ RRS１２条
神奈川県セ リーング連盟（２００５b）４２ マ クータッチペナルティー
国際セーリング連盟（２００４） ４３ スタボ ドータック艇と
ポ トータック艇
中迎（１９９０） ４４ 風上艇と風下艇
能崎（１９８６） ４５ クリア・アスターン艇と
クリア・アヘッド艇
佃（２００３）
コ ー ス 永井（１９９８c） ４６ トラペゾイドコー ス
信 号 旗
中迎（１９９０） ４７ 数字旗１
能崎（１９８６） ４８ 予告信号
４９ 国際信号旗 P
５０ 国際信号旗 I
抗 議
松本（１９７２） ５１ 抗議書
能崎（１９８６） ５２ 抗議手順
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
Glandstone（２００２）
地 形
森（１９９８） ５３ シ ブーリー ズ
ウィルコックス（１９９３） ウィルコックス（１９９３） ５４ 陸地から海への風
潮 流
Glandstone（２００２） ５５ 水深による潮流の速さ
森（１９９８） ５６ 月と潮流の関係
ウィルコックス（１９９３） ５７ 幅の違いによる潮流の
速さ
５８ 転流
風
森（１９９８） ５９ 南半球のシ ブーリー ズ
永井（１９９８a） ６０ 北半球のシ ブーリー ズ
ワッツ（１９８２） ６１ コリオリ
ウィルコックス（１９９３） ６２ タックポイント
タ
ク
テ
ィ
ク
ス
Glandstone（２００２）
スタート
松本（１９７２） ６３ 下スター ト
松本（１９７２） 戸田（１９５７） ６４ 上スター ト
能崎（１９８６） ウィルコックス（１９９３） ６５ 周期風スター ト
戸田（１９５７）
回 航
戸田（１９５７） ６６ 下マ クー回航
ウィルコックス（１９９３） ウィルコックス（１９９３） ６７ サイドマ クー回航
カ バ ー
戸田（１９５７） ６８ 距離のあるカバー
ウィルコックス（１９９３） ６９ カバ リーング
７０ ホ プーレスポジション
７１ ライトカバ ポージション
７２ ルースカバ ポージション
７３ タイトカバ ポージション
ミ ー ト
戸田（１９５７） ７４ 風の影響があるミー ト
７５ 風の影響が少ないミー ト
７６ ２艇とミー トする際の対処
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表２－２ 質問項目（右）
根拠となる文献
国際セーリング連盟（２００４），高槻（２００７a）
国際セーリング連盟（２００４），高槻（２００７a）
国際セーリング連盟（２００４），高槻（２００７a）
国際セーリング連盟（２００４）
Brown（１９６２），神奈川県セーリング連盟（２００３a），神奈川県セーリング連盟（２００３b），国際セー
リング連盟（２００４），中迎（１９９０），能崎（１９８６），高槻（２００７a），佃（２００３），戸田（１９５７）
Brown（１９６２），神奈川県セーリング連盟（２００３a），神奈川県セーリング連盟（２００３b），国際セー
リング連盟（２００４），中迎（１９９０），高槻（２００７a），佃（２００３）
Brown（１９６２），神奈川県セーリング連盟（２００３a），神奈川県セーリング連盟（２００３b），国際セー
リング連盟（２００４），中迎（１９９０），能崎（１９８６），高槻（２００７a），佃（２００３）
国際セーリング連盟（２００４），永井（１９９８c）
国際セーリング連盟（２００４），中迎（１９９０）
国際セーリング連盟（２００４）
国際セーリング連盟（２００４），中迎（１９９０）
国際セーリング連盟（２００４）
国際セーリング連盟（２００４）
国際セーリング連盟（２００４）
ウィルコックス（１９９３）
森（１９９８）
森（１９９８）
森（１９９８）
ウィルコックス（１９９３）
ウィルコックス（１９９３）
ウィルコックス（１９９３）
森（１９９８），高槻（２００７a）
永井（１９９８a），佃（２００３）
Glandstone（２００２），戸田（１９５７）
Glandstone（２００２），戸田（１９５７）
高槻（２００３），佃（２００３）
佃（２００３）
能崎（１９８６），戸田（１９５７）
佃（２００３）
佃（２００３）
ヨット競技における知識テストの作成 －９９－
表２－３ 質問項目（左）
大項目 根拠となる文献 小項目 根拠となる文献 省略名
気
象
青木（２００６）
神奈川県セー
リング連盟
（２００３a）
神奈川県セー
リング連盟
（２００５a）
神奈川県セー
リング連盟
（２００５b）
森（１９９８）
中迎（１９９０）
高槻（２００７a）
佃（２００３）
吉野・増田（１９６５）
天 気 図 森（１９９８） ７７ 等圧線と風
中迎（１９９０） ７８ シベリア気団の特徴
能崎（１９８６） ７９ 小笠原気団の特徴
ワッツ（１９８２） ８０ 揚子江気団の特徴
吉野・増田（１９６５） ８１ 春一番の特徴
８２ 台風予報円
天 気 森（１９９８） ８３ 快晴の天気記号
中迎（１９９０） ８４ 晴れの天気記号
能崎（１９８６） ８５ 雷の天気記号
ワッツ（１９８２） ８６ 曇りの天気記号
吉野・増田（１９６５） ８７ 不明の天気記号
８８ 雨の天気記号
８９ 雪の天気記号
前 線
神奈川県セ リーング連盟（２００３a）９０ 温暖前線の記号
神奈川県セ リーング連盟（２００５a）９１ 停滞前線の記号
森（１９９８） ９２ 寒冷前線の記号
中迎（１９９０） ９３ 閉塞前線の記号
能崎（１９８６）
ワッツ（１９８２）
吉野・増田（１９６５）
気 圧 森（１９９８） ９４ 時計回転の高気圧
中迎（１９９０） ９５ 反時計回転の低気圧
吉野・増田（１９６５）
ワッツ（１９８２）
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表２－３ 質問項目（右）
根拠となる文献
青木（２００６），森（１９９８），中迎（１９９０），能崎（１９８６），高槻（２００７a），佃（２００３），吉野・増田（１９６５）
能崎（１９８６）
能崎（１９８６）
能崎（１９８６）
高槻（２００７a）
森（１９９８）
神奈川県セーリング連盟（２００３a），中迎（１９９０），高槻（２００７a）
神奈川県セーリング連盟（２００３a）松本（１９７２），中迎（１９９０），高槻（２００７a）
神奈川県セーリング連盟（２００３a），高槻（２００７a）
神奈川県セーリング連盟（２００３a），松本（１９７２），中迎（１９９０），高槻（２００７a）
高槻（２００７a）
神奈川県セーリング連盟（２００３a），松本（１９７２），中迎（１９９０），高槻（２００７a）
神奈川県セーリング連盟（２００３a），松本（１９７２），中迎（１９９０），高槻（２００７a）
青木（２００６），神奈川県セーリング連盟（２００３a），松本（１９７２），中迎（１９９０），能崎（１９８６），高槻
（２００７a），佃（２００３），吉野・増田（１９６５）
青木（２００６），神奈川県セーリング連盟（２００３a），松本（１９７２），能崎（１９８６），高槻（２００７a），佃
（２００３），吉野・増田（１９６５）
神奈川県セーリング連盟（２００３a），松本（１９７２），能崎（１９８６），高槻（２００７a），佃（２００３），吉野・
増田（１９６５）
神奈川県セーリング連盟（２００３a），松本（１９７２），能崎（１９８６），高槻（２００７a），佃（２００３），吉野・
増田（１９６５）
神奈川県セーリング連盟（２００５b），中迎（１９９０），高槻（２００７a），佃（２００３），吉野・増田（１９６５）
神奈川県セーリング連盟（２００５b），中迎（１９９０），高槻（２００７a），佃（２００３）
ヨット競技における知識テストの作成 －１０１－
３）セーリングのテスト項目
セーリングは、セールの展開を調節するだけでなく、状況に応じてセール
のシェイプがどのようになっているかが重要で、セールシェイプと密接な関
係にあるマストがどのような状態で立っているのかということと、コント
ロールラインの役割と効果を理解しておくべきであり、また、それと同時に、
現状にあったボートコントロールができているかということを考えなければ
ならない（高槻、２００３）。そこで、中迎（１９９０）、高槻（２００７b）やウィルコッ
クス（１９９３）などを参考に、ヨットがなぜ走るのかを説明した「帆走理論」、
どのようにセールを動かせばいいかを問いた「セールトリム」、瞬時の技術
が要求される「セーリングテクニック」、また、セールと共に最大揚力を発
生させるための要素として欠かせない「マストコントロール」、そして、セー
リングのパフォーマンスに重要なファクターである「セッティング」から構
成されると考えることにした。そして、帆走理論に関しては佃（２００３）や
ウィルコックス（１９９３）を参考に、横流れを打ち消そうとする「（１９）セン
ターボード」、メインセール下部のシェイプに影響を与える「（２０）アウト
ホール」、ドラフトの一番深いところを移動させる「（２１）カニンガム」、ブー
ムバングとマストとの兼ね合いを問う「（２２）ブームバングによるベンド」
についての項目を作成した。そして、セールトリムに関しては高槻（２００３、
２００７b）、佃（２００３）、ウィルコックス（１９９３）を参考に上マーク回航時にメ
インセールをどのように扱うかを問う「（２３）上マーク回航トリム」、波でス
ピードを止めないためのセールトリムを確認した「（２４）波高によるセール
トリム」、適切なシートのコントロールを尋ねた「（２５）セールシェイプメイ
ン下部」「（２６）セールシェイプジブ」「（２７）セールシェイプリンクル」「（２８）
下マーク回航トリム」の各項目を作成した。以下同様に、セーリングテク
ニックについて、ランニングでの滑走維持法を尋ねた「（２９）サーフィング
維持」、素早くトラピーズに出るための「（３０）サイドジャイブ手順」、ジャ
イブ時におけるヘルムの利用意識を確認する「（３１）ジャイブ時のヘルム」、
速いスピードを引き出すために重要な「（３２）ヒール時にフラットにする方
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法」の項目を作成し、マストコントロールについても、マストベンド増加に
よって変化するメインセールを問う「（３３）マストベンド増加によるメイン
セール」、マストそのものの素材による変形をイメージさせる「（３４）素材に
よるマストベンド」、マストのトリムについて尋ねた「（３５）マストベンドリ
ンクル」、マストベンド減少によって変化するメインセールの形を知ってい
るかを知るための「（３６）マストベンド減少によるメインセール」、セッティ
ングについて、正しいヘルムバランスが理解されているかを確認する「（３７）
CLRと CE」と「（３８）ウェザーヘルム」の内容を問う各項目を作成した。
４）レースのテスト項目
レースは、競技を行う上で必要な知識で、国際セーリング連盟（２００４）の
セーリング競技規則（以下、RRS）や各都道府県のセーリング連盟が行うバッ
ジテスト（神奈川県セーリング連盟、２００３a、２００３b、２００５a、２００５b）を参考
にして、ルール、コース、信号旗、抗議の方法などの理解から構成されると
考えることにした。
まず、ルールについては、オリンピックに合わせ、４年ごとにヨット競技
は改正されるが、全く変わらない「航路権の３原則」（能崎、１９８６）とも呼
ばれる「（３９）RRS１０条」「（４０）RRS１１条」「（４１）RRS１２条」など、ルールブッ
クによる表現を用いたルールの理解度を問う項目を設定した。そしてペナル
ティーに関する RRS３１．２条の「（４２）マークタッチペナルティー」、図から
航路権のある艇を分別する「（４３）スターボードタック艇とポートタック艇」
「（４４）風上艇と風下艇」「（４５）クリア・アスターン艇とクリア・アヘッド
艇」の項目を作成した。同様に、コースに関しては、国際セーリング連盟
が認めた世界選手権などで使用されるコースを尋ねた「（４６）トラペゾイド
コース」、信号旗に関しては、スタート時に使用頻度の高い「（４７）数字旗１」
「（４８）予告信号」「（４９）国際信号旗 P」「（５０）国際信号旗 I」など、そして、
抗議については、抗議の要求に必要となる「（５１）抗議書」と「（５２）抗議手
順」についての項目を設けた。
ヨット競技における知識テストの作成 －１０３－
５）ストラテジーのテスト項目
ウィルコックス（１９９３）は、「ヨットレースは艇速だけを競うものではな
く、変化に富んだコースの中で、数多くの艇を相手にし、さらに風の変化や
潮流といった自然の要素も考慮しなければならない。ストラテジーを決定す
るのに重要なことはレース海面がどのようなコンディションであるかを見
極めることである。」と述べており、Glandstone（２００２）とウィルコックス
（１９９３）はストラテジーの主な要因として「地形」「潮流」「風」をあげてい
る。本研究でもこの３つの要因からストラテジーの内容を定義して項目を作
成する。まず、地形に関しては、「（５３）シーブリーズ」「（５４）陸地から海へ
の風」、そして、潮流については「（５５）水深による潮流の速さ」「（５６）月と
潮流の関係」「（５７）幅の違いによる潮流の速さ」「（５８）転流」、風に関して
は、地球規模で考えられる広義の知識と局地的な狭義の知識について「（５９）
南半球のシーブリーズ」「（６０）北半球のシーブリーズ」「（６１）コリオリ」
「（６２）タックポイント」の各項目を用いて、その有無を確認することにし
た。
６）タクティクスのテスト項目
タクティクスに関しては、主に、Glandstone（２００２）、ウィルコックス
（１９９３）、戸田（１９５７）による分類を参考にした。「風の変化を予測すること
ができ、それを正しく応用することができれば、戦術（レーシング・タク
ティクス）の使い方が全く変わってしまうということがたびたび起こる。も
ちろん、風の変化（シフト）が起きれば、他の艇もこれを利用するが、もし
自分が誰よりも先に風の変化を予測することができれば、変化の前にそれを
読み取り、対応策をとることができるので、一番最初にこの変化を利用して
有利に立つことができる」とワッツ（１９８２）は指摘している。この状況がテ
ストでできるように、自艇と相手艇の位置の関係で順位が変動するであろう
「スタート」「回航」「カバー」「ミート」からテスト項目を構成することに
した。つまり、スタートについては、スタートラインに対して左や右、ある
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いは変化し続ける風が吹く時のスタートの際、競技に影響がある「（６３）下
スタート」、「（６４）上スタート」「（６５）周期風スタート」を作成した。そして、
回航については、航跡の知識を得るため「（６６）下マーク回航」と「（６７）サ
イドマーク回航」、カバーに関しては、抜かれないための手段を「（６８）距離
のあるカバー」「（６９）カバーリング」から尋ねた。ほかに、「（７０）ホープレ
スポジション」「（７１）ライトカバーポジション」「（７２）ルースカバーポジ
ション」「（７３）タイトカバーポジション」のポジション名について問題にし、
また、ミートは、順位を維持あるいは上げるためのタクティクスとして非常
に重要な要素であることから「（７４）風の影響があるミート」「（７５）風の影響
が少ないミート」「（７６）２艇とミートする際の対処」についての項目を設け
た。
７）気象のテスト項目
「気象は、天気図から加工された情報によって得ることができる。その情
報の中で最も競技者が欲しい情報は、風に関する情報である」と佃（２００３）
は述べている。この点を踏まえて、主に森（１９９８）や吉野・増田（１９６５）を
参考に、将来を予測するのに必要な「天気図」、現在の天気を把握する「天
気」、急な天候の変化に対応するための「前線」、気圧による風向を予測する
「気圧」の各要素から構成した。気象については、能崎ら（１９８６）の解説を
基に、風向と風速を判断できる「（７７）等圧線と風」、日本の主な気団の特性
を問う「（７８）シベリア気団の特徴」「（７９）小笠原気団の特徴」「（８０）揚子江
気団の特徴」、季節の変わり目に起こりやすい突風について確認した「（８１）
春一番の特徴」、予報円に台風が入る確率を尋ねた「（８２）台風予報円」、そ
して、天気については、バッジテストを基に「（８３）快晴の天気記号」「（８４）
晴れの天気記号」「（８５）雷の天気記号」「（８６）曇りの天気記号」「（８７）不明
の天気記号」「（８８）雨の天気記号」「（８９）雪の天気記号」、そして、前線につ
いては、「（９０）温暖前線の記号」「（９１）停滞前線の記号」「（９２）寒冷前線の
記号」「（９３）閉塞前線の記号」、また、気圧については「（９４）時計回転の高
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気圧」と「（９５）反時計回転の低気圧」の項目を各々作成した。
８）テストの形式
各テスト項目は概ね７つの選択肢からなり、対象者は選択肢群の中から正
解と思われるものを１つ選び、解答とした。理論的には選択肢が７つである
場合、でたらめに（無作為に）解答しても確率的には１／７（＝１４．３％）は正答
してしまうことになるが、選択肢数が比較的多いことから、「まぐれ」や「当
てずっぽう」などは許容できる範囲内であると考えられる。
以上のように最終的には９５項目からなる高校生のためのヨットに関する知
識テストを作成した。しかし、このテストの妥当性や信頼性については確認
していない。今後の課題として、このテストを構成するテスト項目を精選し、
より妥当性や信頼性を高める検討をすることにしたい。
図１は問題の説明用に図を含んだ問題用紙である。
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３．まとめ
ヨット競技では、他のスポーツとは異なり体力よりは技術や判断力が重要
である。また、それらの判断や技術の有効な利用には、正しい、原理原則に
基づいた科学的な知識が大前提となっている。しかし、このような観点から、
ヨット競技者を対象とした知識テストを開発した研究は多くはない。そこで、
本研究は、指導書や先行研究をレビューし、より包括的な高校生を対象とし
た知識テストを作成するのが目的である。
まず、知識テストを構成する要因として、「艤装」「セーリング」「レース」
「ストラテジー」「タクティクス」「気象」に関する６つの要因を想定した。
そして、「艤装」は「各部分名称」「各部分の名称」「管理」「艤装手順」、「セー
リング」は「帆走理論」「セールトリム」「セーリングテクニック」「マスト
コントロール」「セッティング」、「レース」は「ルール」「コース」「信号旗」
「抗議」、「ストラテジー」は「地形」「潮流」「風」、「タクティクス」は「ス
タート」「回航」「カバー」「ミート」、「気象」は「天気図」「天気記号」「前
線」「気圧」の各要素から構成された。そして、その各要素に対応する内容
の知識を測定する９５項目のテスト項目を提案した。
文献
Alan Brown (1962) Invitation to Sailing (London : William Clows and Sons, Limited) pp.5-224
青木洋（2006）『外洋ヨットの教科書 Inner SailingⅡ』舵社、pp.2‐163
アラン ワッツ著（1982）『セーリング入門 図で見る 風の読み方』平岡英信訳（海文
堂出版）pp.1‐172
Bill Glandstone (2002) North U. Performance Racing Tactics Sixth edition. (Madison : North U)
pp.1‐220
ハーミッシュ・ウィルコックス著（1993）『ウィニングイン 470ヨンナナ・セーラーのた
めのトータル・ガイド』高桑敬訳（舵社）pp.3‐113
International Sailing Federation著（2004）『セーリング競技規則 2005‐2008』日本セーリン
グ連盟訳（日本セーリング連盟）pp.内表紙‐169
J・ムーア/A・ターベイ著（1977）『セーリング入門』志賀仁郎訳（ベースボール・マガジ
－１２２－ 福岡経大論集 第３８巻 第２号
ン社）pp.1‐115
神奈川県セーリング連盟（2003a）『JSAFバッジテスト問題（初級）』神奈川県セーリング
連盟
神奈川県セーリング連盟（2003b）『JSAFバッジテスト問題（中級）』神奈川県セーリング
連盟
神奈川県セーリング連盟（2005a）『JSAFバッジテスト問題（初級）』神奈川県セーリング
連盟
神奈川県セーリング連盟（2005b）『JSAFバッジテスト問題（中級）』神奈川県セーリング
連盟
松本富士也（1972）『ヨット競技』旺文社、pp.1‐263
森朗（1998）『風と波を知る 101のコツ』出版社、pp.2‐223
永井潤（1998a）「セーリングのテクニック」宮田秀明編『ヨットの科学』扇興社、
pp.193‐199
永井潤（1998b）「セールの設計」宮田秀明編『ヨットの科学』扇興社、pp.123‐143
永井潤（1998c）「ヨットレースのいろいろ」宮田秀明編『ヨットの科学』扇興社、pp.22‐
29
永井潤（1998d）「セーリングのメカニズム」宮田秀明編『ヨットの科学』扇興社、pp.31‐
65
中迎隆敏（1990）『はじめてのヨット ディンギーセーリング入門』高橋書店、pp.11‐199
能崎智文（1986）『新版ヨット百科』天然社、pp.30‐314
大修館書店編集部（2008）『スポーツの理解度テスト 2008』大修館書店、p.81
高橋太郎（1998）「艤装」宮田秀明編『ヨットの科学』扇興社、pp.145‐158
高槻和宏（2003）『クラブレーサーのためのクルーワーク虎の巻』舵社、pp.1‐95
高槻和宏（2007a）『新米ヨットマンのためのセーリングクルーザー虎の巻』舵社、pp.1‐
159
高槻和宏（2007b）『クラブレーサーのためのセールトリム虎の巻』舵社、pp.1‐99
佃昭二（2003）『ディンギーセーリング スタンダード・ブック アドバンス』BABジャ
パン出版局、pp.2‐265
戸田孝昭（1957）『図解ヨットレース戦術集』舟艇協会出版部、pp.3‐157
吉野令二・増田郷見（1965）『ヨットの ABC』金園社、pp.12‐269
ヨット競技における知識テストの作成 －１２３－
Abstract
Development of a knowledge test on sailing for high school sailors
This paper explains the development of a knowledge test on sailing for high
school sailors. Accurate decision-making and skills are important for sailing
differing from other sports, which require excellent physical fitness. In order to
perform decisions and skills well, scientific knowledge is prerequisite to validate
them; however, few studies have been conducted about the knowledge of sailing.
The aim of this study was to make a test of knowledge for high school sailors
using a review of published literature from papers, journals and textbooks to
understand the current situation.
The test consists of six domains: rigging the boat, sailing, racing, strategy,
tactics, and weather conditions. These six domains were then divided into four,
five, four, three, four, and four sub-domains respectively. Following this, to seven
test items in the sub-domains were devised.
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